
ITの可能性を未来の可能性に

日本で初めての漢字処理ができるオフィスコンピューターの開発・製造・販売をしていた「自社ブランド展開期」、
日本IBMとの資本提携による「IBMパートナー期」を経て、2006年には純粋持ち株会社体制に移行し、現在では
16の事業会社でお客様の経営をITでご支援しています。
これまでも、これからも。皆様から信頼されるグローバルなベスト
サービスカンパニーを目指します。

時代とともに進化を続け・・

ホームページのご案内

会社概要・株式情報

会社概要（平成26年4月1日現在）
社 名 JBCCホールディングス株式会社

（JBCC Holdings Inc.）
本 社 所 在 地 〒144-8721

東京都大田区蒲田5-37-1
ニッセイ アロマ スクエア
電話　03-5714-5171（大代表）

設 立 年 月 日 昭和39年4月1日
資 本 金 46億8,769万円
事 業 会 社 16社
グループ社員数 2,777名

（有期社員248名を含む）
上 場 市 場 東証一部
証 券 コ ー ド 9889

（情報・通信業）

株式の状況（平成26年3月31日現在）
発行可能株式総数 86,000,000株
発行済株式の総数 17,711,543株
株主数 8,366名
大株主（上位10位）

順位 株主名 所有株式数
千株 ％

1 Ｊ Ｂ グ ル ー プ 社 員 持 株 会 1,329 7.50
2 富 国 生 命 保 険 相 互 会 社 414 2.34

3 ク レ デ イ ス イ ス ル ク セ ン ブ ル グ エ ス
エ ー オ ン ビ ハ ー フ オ ブ ク ラ イ ア ン ツ 400 2.25

4 谷 口 君 代 348 1.96
5 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 294 1.66
6 日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 287 1.62
7 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 257 1.45
8 資産管理サービス信託銀行株式会社（年金信託口） 256 1.44
9 新 谷 繁 八 237 1.34
10 ジェーピー モルガン チェース バンク 385632 200 1.13

（注1）上記には、当社名義の自己株式696千株は含まれておりません。
（注2）上記の比率は「発行済株式の総数に対する所有株式数の割合」です。

JBCCホールディングスは、2014年4月に創立50周年を迎えました。

20,000社以上
豊富な実績と経験

国内64拠点
海外 5 拠点
きめ細かいサポート

グループ会社16社
強みを活かしたグループ連携

業績や事業案内・特色は、中面をご覧ください。

●JBCCホールディングスサイト http://www.jbcchd.co.jp/
事業活動、決算などの財務内容、最新のニュースなどを紹介しています。

2014年8月版

IRメール配信サービス 無料
当社ホームページの「IRニュース」や「お知
らせ（PRニュース）」に掲載の各種新着情
報を、タイムリーにご案内します。ぜひ、
ご利用ください。

動画配信
「決算説明会」や「株主総会」等、当社経営者
がご説明している動画を配信しています。

ホームページ「投資家のみなさまへ」➡「IRメール配信」➡ご登録

●JBグループポータルサイト
　http://www.jbgroup.jp/

グループ各社のソリューションやお客様事例などを具体的
にご紹介しています。

JBグループの歩み

自社ブランド展開期
会社設立 1964年

オフィスコンピューター
周辺機器の製造・販売

「システム-1漢字」1977年
「C-200」 1983年

IBMパートナー期
日本IBMとの提携

1983年

東証２部上場　1999年
東証１部上場　2000年

さらなる発展に
むけて

純粋持ち株会社
2006年

個々の事業会社が持ち
味を活かして連 携し、
お客様の経営課題の解
決をご支援しています。

第3の創業

第2の創業

第1の創業

動画配信
JBグループポータルサイトの動画ライブラリー
では、50周年記念動画や事業に関する動画を配信
しています。

配当金 25円（年間予想）　東証一部 情報・通信業　証券コード：9889　単元株式数：100株

公式Facebook 公式Twitterグループポータル「JBグループとは」➡「動画配信」

●50周年記念サイト
　http://www.jbgroup.jp/50th/

50年の振り返りや、
未 来 に 向 け た メ ッ
セージをご確認いた
だけます。



JBグループが取り組む強化分野は？
JBグループでは、国のIT戦略やお客様の関心事をベースに、既存ビジネスの深耕とともに、新たな
ビジネス分野の拡大に取り組んでいます。

Q A&

JBグループはどんな会社？Q A&
東証一部上場のJBCCホールディングス株式会社を持株会社として様々な専門性を持った企業が
16社集結し、主に3つの事業分野でビジネスを展開している企業グループです。

情報ソリューション分野 ディストリビューション分野

製品開発製造分野

企業の情報システムの構築及び運用保守サービス
などを行っています。

【事業会社】
JBCC株式会社（JBCC）
　アドバンスト・アプリケーション株式会社（AAC）
株式会社シーアイエス（CIS）
株式会社ソルネット（SOLNET）
ゼネラル・ビジネス・サービス株式会社（GBS）
　株式会社アイ・ラーニング（i-Learning）
株式会社リード・レックス（Reed Rex）
JBサービス株式会社（JBS）
捷報（大連）信息技術有限公司（JBCN大連）
佳報（上海）信息技術有限公司（JBCN上海）
JBCC（Thailand） Co., Ltd.（JBTH）
JBSG PTE. LTD.（JBSG）
JBパートナーソリューション株式会社（JBPS）

パートナー企業様向けにハードウェア、
ソフトウェア及びITサービスなどの販売、並びにITサプライ用
品及びオフィス文具用品などの販売を行っています。

【事業会社】
株式会社イグアス（iGUAZU）

プリンターなどの情報機器及びJBグループ
独自のソフトウェアの開発・製造・販売を行っています。

【事業会社】
JBアドバンスト・テクノロジー株式会社（JBAT）

69.0%
売上高
構成比

28.7%
売上高
構成比

2.3%
売上高
構成比

シェアード・サービス
各種スタッフ業務の提供を行っています。

【事業会社】
C&Cビジネスサービス株式会社（C&CBS）

　各社の得意技を活かし、お客様
の経営課題やIT課題を解決してい
ます。特に中堅企業のお客様には、
コンサルティングからハードウェ
ア機器の選定、システム開発、導
入後の運用支援まで、グループ各
社が連携し、ワンストップで対応
しています。

JBグループの強みは？
社の得意技を活かしたグループ連携で、
IT活用を総合的に支援しています。16社以上のIT活用を支援し、豊富な

経験と実績があります。2万
　年商1000億円以上の大企業
から年商50億円未満の中堅中
小企業まで、2万社以上のIT活
用を支援しています。製造業、
流通業、サービス業を中心に
全国各地の多種多彩な企業を
支援しており、そのうちの約8割は中堅企業です。これらの
お客様への対応により培ってきた経験とノウハウを最大限に
活かし、経営に役立つIT活用を常に提案しつづけています。

拠点（国内64拠点、海外5拠点）から
お客様を支援しています。69

　地域に密着した中堅中小企業から、
国内外でビジネスを展開している大
企業まで、国内64拠点、海外5拠点

（中国、タイ、シンガポール）から、
きめ細かくお客様をサポートしてい
ます。 （平成26年7月1日現在）

国内64拠点
海外5拠点

Q A&

日本アイ・ビー・エム株式会社
レノボ・ジャパン株式会社
日本マイクロソフト株式会社
株式会社セールスフォース・ドットコム
Amazon Web Services, Inc.
トレンドマイクロ株式会社
株式会社シマンテック
キヤノンマーケティングジャパン株式会社
3D Systems Corporation 

（順不同）

JBグループと協業する主要パートナー

JBグループの業績は？
新分野、新ソリューションにも積極的に取り組み、サーバーやストレージ等のシステム製品や、
システム開発（SI）等が寄与し、着実に伸長しています。
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株主還元について
　当社は株主の皆様への利益還元を経営の重要
課題の一つとしており、将来の投資や事業展開
を考慮しつつ、安定的かつ継続的な配当を行う
ことを基本方針としております。
　また、配当性向にも配慮しつつ、利益水準を
向上させていく中で、純資産配当率（DOE）5％
を中期的な目標としています。

Q A&

平成22年3月期 平成23年3月期 平成24年3月期 平成25年3月期 平成26年3月期 平成27年3月期
（予想）

DOE(％) 3.8 3.2 3.3 3.2 3.2 3.2

●医療・介護
「地域包括ケアシステム」実現に向けて、
電子カルテなど患者様と地域・病院を
つなぐソリューションを展開します。

国のIT戦略

▶成長分野を強化
ヘルスケア、環境・エネルギー、クリエイティブ

▶新たな付加価値産業の創出
ビッグデータ・オープンデータの活用
映像・農業・医療/介護・地域・防災をICT（※）活用で強化

お客様の関心事

▶クラウド
▶モバイル
▶ビッグデータ

▶医療・介護“電子カルテ”
▶ものづくり“3Dプリンター”
▶環境・エネルギー“太陽光”
▶公共

▶独自ソリューションの強化
▶クラウドファースト
▶ベストプラクティスの提供

▶ソーシャル
▶グローバル

JBグループの
取り組み強化分野 ソリューション

（※）ICTとは、Information and Communication Technologyの略で、“情報通信技術”を意味します。

環境

●ものづくり
米国3D Systems社の3Dプリンターを
販売、サービスメニューの拡大を推進し
ます。

●環境・エネルギー
運用監視センターを活用し、企業の太陽光
パネル設置をコンサル・施工から運用・
保守までワンストップで提供します。


